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整
形
外
科
の
安
全
で
効
果
的
な
「
人
工
関
節
手
術
」

人
工
関
節
手
術

（旧 Twitter）

雨にあじさいが映える季節ですね。あじさい
の花言葉は「移り気」「冷淡」などが有名です
が、「辛抱強い愛」という花言葉もあります。

江戸時代後期のドイツ人医師シーボルトと
日本人妻の楠本滝というカップルの恋物語
が由来になっているそうです。博物学者でも
あった彼はその著書「日本植物誌」であじさ
いを「Hydrangea otaksa（ハイドランジア 
オタクサ）」という名前で紹介しています。
あじさいのように可憐な妻の愛称「お滝さん
（オタキサン）」をシーボルト医師がドイツ風
に「オタクサ」とアレンジし、日本で見つけた
半玉形のあじさいにその名を付けたという
わけです。仕事に妻を関連付けてそれを公式
に紹介するなんてロマンティックなお医者
さんがいたものですね。

次号は当院から望む丹波山地が紅葉に色づ
く頃の発行予定です。お楽しみに。



■

人
工
関
節
手
術
と
は

　
人
工
関
節
手
術
は
︑変
形
性
関
節
症

や
関
節
リ
ウ
マ
チ
︑外
傷
な
ど
で
傷
ん

だ
関
節
の
表
面
を
取
り
除
き
︑人
工
の

関
節
に
置
き
換
え
る
手
術
で
す
︒主
に

膝
関
節
と
股
関
節
に
対
し
て
行
わ
れ

ま
す
が
︑肩
関
節
︑肘
関
節
︑手
指
︑足

関
節
な
ど
に
も
適
用
可
能
で
す
︒

　
近
年
︑人
工
関
節
の
技
術
向
上
や
手

術
方
法
の
改
良
に
よ
り
︑安
全
で
効
果

的
な
治
療
法
と
し
て
広
く
普
及
し
て

い
ま
す
︒手
術
を
受
け
る
こ
と
で
︑関

節
の
痛
み
を
劇
的
に
軽
減
し
︑歩
行
や

日
常
生
活
動
作
を
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
︒

■

人
工
関
節
と
は
？

︻
➀
人
工
膝
関
節
︼

　
人
工
膝
関
節
手
術
は
︑変
形
性
関
節

症
や
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
で
膝
に
強

い
痛
み
や
機
能
障
害
が
あ
る
場
合
に

有
効
な
治
療
法
で
す
︒近
年
︑技
術
の

進
歩
に
よ
り
︑安
全
で
効
果
的
な
治
療

法
と
し
て
広
く
普
及
し
て
い
ま
す
︒

手
術
で
は
︑傷
つ
い
た
膝
関
節
の
表

面
を
金
属
︑セ
ラ
ミ
ッ
ク
︑ポ
リ
エ
チ
レ

ン
製
の
人
工
関
節
部
品
に
置
き
換
え
ま

す
︒人
工
膝
関
節
手
術
を
受
け
る
こ
と

で
︑膝
の
痛
み
を
劇
的
に
軽
減
し
︑歩
行

や
日
常
生
活
動
作
を
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
︒ま
た
︑関
節
機
能
の
回
復
に

よ
り
︑生
活
の
質︵
Q
O
L
︶の
向
上
も

期
待
で
き
ま
す
︒

︻
➁
人
工
股
関
節
︼

　
人
工
股
関
節
手
術
は
︑変
形
性
関
節

症
や
大
腿
骨
頭
壊
死
症
︑外
傷
な
ど
で

股
関
節
が
損
傷
し
︑歩
行
や
日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
場
合
に
有

効
な
治
療
法
で
す
︒近
年
︑技
術
の
進

歩
に
よ
り
︑安
全
で
効
果
的
な
治
療
法

と
し
て
広
く
普
及
し
て
い
ま
す
︒

　
手
術
で
は
︑傷
つ
い
た
股
関
節
の
骨

を
切
除
し
金
属
︑セ
ラ
ミ
ッ
ク
︑ポ
リ

エ
チ
レ
ン
製
の
人
工
関
節
部
品
に
置

き
換
え
ま
す
︒人
工
関
節
は
︑大
腿
骨

に
埋
め
込
む
ス
テ
ム
︑骨
頭
部
に
あ
た

る
ボ
ー
ル
︑臼
蓋
窩
部
分
に
埋
め
込
む

カ
ッ
プ
と
ラ
イ
ナ
ー
の
�
つ
の
部
品

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　
人
工
股
関
節
手
術
を
受
け
る
こ
と

で
︑股
関
節
の
痛
み
を
劇
的
に
軽
減

し
︑歩
行
や
日
常
生
活
動
作
を
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

■

当
院
の
人
工
関
節
手
術
に
つ
い
て

　
人
工
膝
関
節
︑人
工
股
関
節
と
も
に

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
と
い
う
予
定
表
に

そ
っ
て
︑手
術
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
︒通
常
は
�
週
間

の
入
院
で
平
地
を
杖
歩
行
で
き
る
よ

う
に
な
り
︑階
段
昇
降
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
退
院
で
き
ま
す
︒

一
人
暮
ら
し
な
ど
の
た
め
退
院
し
て

も
身
の
回
り
の
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
心
配
な
方
に
は
︑リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
に
転
院
し
て
い
た
だ
き
身

の
回
り
の
こ
と
が
で
き
る
ま
で
�
～
�

か
月
追
加
で
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
︒な
お
︑転
院
に
つ
い
て
は
専

門
の
相
談
員︵
M
S
W
︶が
ご
相
談
を
伺

い
ま
す
︒

■

手
術
後
のリハ

ビ
リ
と
フ
ォ
ロ
ー

　
当
院
で
は
︑手
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
は

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
で
行
っ
て

い
ま
す
︒リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
で

は
︑理
学
療
法
士
︑作
業
療
法
士
︑言
語

聴
覚
士
の
各
職
種
で
連
携
を
取
り

合
っ
て
︑患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に

と
っ
て
安
全
で
質
の
高
い
リ
ハ
ビ
リ

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
︑診
療
科
を
は

じ
め
他
部
門
と
十
分
な
連
携
を
と
っ

て
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

　
ま
た
︑患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で

も
︑患
者
さ
ん
や
ご
家
族
か
ら
の
療
養
上

の
相
談
を
受
け
︑ご
支
援
し
て
い
ま
す
︒

■

手
術
後
に

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

　﹁
痛
み
が
な
く
な
っ
た
﹂﹁
も
っ
と
早

く
手
術
す
れ
ば
よ
か
っ
た
﹂﹁
人
工
関

節
が
入
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
い

ま
し
た
﹂な
ど
の
喜
び
の
お
言
葉
を
頂

い
て
い
ま
す
︒

　
以
前
行
っ
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
は
︑ス

ポ
ー
ツ
の
種
類
に
は
よ
り
ま
す
が
再

開
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
︒ゴ
ル
フ
や

水
泳
︑ボ
ウ
リ
ン
グ
︑社
交
ダ
ン
ス
な

ど
を
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
︒

■

手
術
後
に
気
を
付
け
る
こ
と

・
転
ば
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

・
体
重
が
増
え
す
ぎ
な
い
よ
う
に
心

が
け
る

・
寝
具
は
布
団
よ
り
ベ
ッ
ド
を
使
う

・
和
式
の
ト
イ
レ
よ
り
も
洋
式
の
ト

イ
レ
を
使
う

・
無
理
の
な
い
範
囲
で
運
動
し
︑筋
力

を
維
持
す
る

・
重
た
い
も
の
を
繰
り
返
し
持
ち
上

げ
た
り
し
な
い

　
も
し
︑関
節
が
痛
く
て
お
悩
み
で
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

地域医療の最前線

整
形
外
科

「
人
工
関
節
手
術
」

整
形
外
科

整形外科 リウマチ・関節外科 部長

藤井 淳平 医師（写真中央）
医学博士 / 日本整形外科学会専門医 / リウマチ医 / 指導医
日本リウマチ学会専門医 / 日本人工関節学会認定医 / 日本骨粗鬆症学会認定医資格

人工膝関節手術後 手術前

人工股関節

手術の際にパンフレットを渡しています!
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︻
医
師
の
働
き
方
改
革
と
は
︼

�
�
�
�
年
�
月
よ
り
運
送
業
︑建

設
業
︑並
び
に
医
師
に
も﹁
働
き
方
改

革
﹂が
適
用
さ
れ
ま
し
た
︒こ
れ
に
よ
り

医
師
の
➀
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
︑

➁
当
直
翌
日
の
休
息
が
罰
則
を
伴
う
規

則
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
︒

近
年
︑医
療
は
治
療
が
困
難
な
疾
患

に
も
治
療
方
法
が
開
発
さ
れ
︑高
度

化
・
細
分
化
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
︒ま

た
︑高
齢
化
︑生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化

な
ど
か
ら
︑医
療
ニ
ー
ズ
の
増
加
が
み

ら
れ
︑一
方
で
は
少
子
化
は
将
来
の
生

産
年
齢
の
減
少
を
伴
い
病
院
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　
そ
の
様
な
社
会
状
況
の
中
で
︑将
来

的
に
日
本
の
医
療
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
︑今
︑病
院
も
変
化
の
必

地域医療の最前線

医
師
の
働
き
方
改
革

医
師
の
働
き
方
改
革

特
集

特集 - T o p i c s -

チェックし
ましょう

!

人工関節手術を検討する時の症状

上記の症状がありましたら、
かかりつけ医、または医師にご相談ください

□ 膝が腫れる、水がたまる
□ 歩き続けることができない
□ 階段の上り下りが痛い
□ 椅子から立ち上がる時に痛い
□ 膝が伸びない曲がらない

□ 夜中に太ももが痛む
□ 靴下がはきにくい
□ 足の長さが左右で違う
□ 乳児～子供の頃に股関節の

治療を受けたことがある
□ 歩くときに体が左右にゆれる

➀膝関節

➁股関節

外来のかかり方
診 療 日

担 当 医 師
お 問 合 せ

：月曜日、火曜日、木曜日、金曜日の午前中
　【受付時間】紹介状持参でない方 �：��～��：��、紹介状持参の方 �：��～��：��
　※他院からの紹介状があるとスムーズです。紹介状が無くても受診可能ですが、
　　初診時選定療養費（�,���円）が別途かかります。
：整形外科　荒武正人　藤井淳平　大迫千香
：相模原協同病院整形外科外来　☎���-���-����（代表）

要
性
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
︒そ
の
変
化

の
一
つ
が
︑医
師
の
働
き
方
改
革
な
の

で
す
︒

︻
相
模
原
協
同
病
院
の働き

方
改
革
︼

当
院
は
相
模
原
市
の
緑
区
・
中
央
区

を
主
な
医
療
圏
と
し
た
�
次
病
院
の
中

枢
的
な
病
院
と
な
っ
て
い
ま
す
︒救
急

車
の
受
け
入
れ
は
︑年
間
約
八
千
台
に

な
り
市
内
最
大
に
な
っ
て
い
ま
す
︒ま

た
︑循
環
器
セ
ン
タ
ー
︑脳
卒
中
セ
ン

タ
ー
は
��
時
間
︑�
�
�
日
︑緊
急
の
患

者
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
︒医
師

数
は
�
�
�
名
を
超
え
︑こ
れ
ま
で
は
︑

時
間
外
労
働
基
準
を
超
え
る
医
師
も
複

数
在
籍
し
て
い
ま
し
た
︒ま
ず
こ
れ
を
︑

過
労
死
レ
ベ
ル
と
言
わ
れ
て
い
る
︑残

業
時
間
を
年
間
�
�
�
時
間︵
月
��
時

間
︶以
下
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒そ

し
て
︑当
直
を
し
た
医
師
は
︑翌
日
は
遅

く
と
も
昼
ま
で
の
業
務
と
し
︑十
分
な

休
息
を
と
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
︒

　
ま
た
︑こ
れ
ま
で
十
分
で
は
な
か
っ

た
︑育
児
休
暇
や
︑介
護
休
暇
︑子
の
看

護
休
暇
も
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
︒

病
院
は
︑医
師
が
休
息
を
と
る
間
に
病

院
機
能
が
ス
ト
ッ
プ
し
な
い
よ
う
︑そ

し
て
︑変
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
準
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
︒そ
の
�

つ
と
し
て
他
職
種
へ
の
タ
ス
ク
シ
フ

ト
・
シ
ェ
ア
を
行
い
ま
す
︒医
師
︑看
護

師
に
は
︑よ
り
専
門
的
知
識
が
必
要
な

仕
事
を
優
先
さ
せ
︑他
職
種
で
対
応
が

必
要
な
仕
事
は
分
散
さ
せ
︑よ
り
効
率

良
く
進
め
て
行
き
ま
す
︒

　
具
体
的
な
対
策
と
し
て
︑医
師
事
務

作
業
補
助
者
を
増
員
し
ま
し
た
︒他
に

も
︑こ
れ
ま
で
医
師
が
行
っ
て
い
た
も

の
が
︑薬
剤
師
や
検
査
技
師
︑事
務
員
か

ら
の
説
明
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

さ
ら
に
は
︑国
が
推
進
す
る
デ
ジ
タ
ル

化
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

導
入
時
に
は
戸
惑
う
部
分
も
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
︑そ
れ
に
よ
り
待
ち
時
間

の
短
縮
︑他
院
を
受
診
す
る
場
合
の
予

診
票
の
記
載
や
︑問
診
の
時
間
短
縮
︑検

査
の
繰
り
返
し
が
な
く
な
り
ま
す
︒

日
本
の
医
療
体
制
は
︑国
民
皆
保
険
制

度
に
よ
っ
て
︑誰
で
も
が
︑い
つ
︑ど
こ
で

も
治
療
が
受
け
ら
れ
る
環
境
を
実
現
し

て
い
る
数
少
な
い
国
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

こ
の
仕
組
み
は
世
界
に
誇
れ
る
も
の
で

あ
る
一
方
︑日
本
の
医
師
は
先
進
国
の

中
で
も
長
時
間
労
働
に
な
っ
て
い
ま

す
︒現
在
の
医
療
レ
ベ
ル
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
に
患
者
の
皆
さ
ま
に

も
︑ぜ
ひ
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

タ
ス
ク
シ
フ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
責
任
者

診
療
部
統
括
部
長

釼
持

学
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特集 - T o p i c s - 特集 - T o p i c s -

シフト・シェア職種
相模原協同病院

特定看護師
　医師の働き方改革における特定看護師へのタスクシフトは、効果的な医療
提供のための重要な戦略の一つです。これは、医師の負担を軽減し、効率的な
医療システムを確立するために、看護師に一部の医療業務を委任することを
指します。
　特定看護師には、例えば集中治療室での患者さんの健康状態のモニタリン
グや、人工呼吸器などの高度実践を伴う治療を行う権限が与えられます。こ
れにより医師は、より専門的な業務に集中できるだけでなく、患者さんの待
ち時間も減少します。いつも患者さんの一番近くにいる看護師だからこそ気
付くことを、迅速に判断し医師を含めた多職種と連携を行い、その時の患者
さんにとって最適な医療を提供できることこそが特定看護師に求められる

ことです。しかし、タスクシフトを行う際には、看護師の専門教育とトレーニングに充分なリソースを割く必要が
あります。また、適切なプロトコルやガイドラインの策定も欠かせません。
　そこで、当院では特定看護師育成のため����年度より厚労省の認可のもと、特定行為研修施設を開講し、現在は�
期生まで修了し、活動を行っています。さらに、医師と看護師の密な連携、コミュニケーションの円滑化に努めてい
ます。これによって、患者さんの安全性とケアの質が確保されます。現在看護師の活躍する新たな分野の確立がで
きつつあります。特定看護師の活用により、医療機関の効率性が向上し、医療リソースの最適な利用が実現されま
す。その結果、医療提供の質が向上し、患者満足度が高まると同時に、医療費の削減にもつながります。特定看護師
は、医療制度の効率化において重要な役割を果たしています。

救急救命士
　救急救命士の��％は消防機関に所属し、病院に勤務する救急救命士はまだ
比較的少ないです。救急救命士の国家資格は、元来病院勤務を想定した資格
ではなく、病院で働く救急救命士は、まだまだ少ないのが現状です。
　その一方で、新型コロナウイルス感染患者の急増と共に、多くの医療機関
は行政に頼れずに病院所有の救急車での感染患者の転院搬送を余儀なくさ
れました。当院もその一つです。病院所有の救急車の運用にあたり病院救急
救命士の役割が見直され、その需要は高まりつつあると感じています。
　����年の救急救命士法改正では、救急救命士の活動範囲が救急外来（入院
前）まで延長されたこともあり、今後医療機関では、救急救命士を積極的に採
用してその役割を有効活用させることで、救急医療の更なる充実・タスクシ

フトによる救急医や救急看護師の負担軽減・地域包括ケアシステムにおける病院救急車の運用などにおいて、益々
病院救急救命士の需要増加が見込まれます。当院のような民間の中規模二次救急医療機関における救急救命士の
役割は大きいと感じます。
　当院ではドクターカー運用の開始や救急体制拡充のため����年より救急救命士採用を開始し、主に転院搬送業
務や救急外来における診療の補助、看護補助業務を担っており、以前は医師、看護師のみが行っていた業務も救急
救命士の業務の一環として行う事が可能になりました。今では急変時の対応で中心的役割を果たすことも多く、モ
チベーションの維持に繋がっています。タスクシフトにおけるメリットを考えつつ、シフトされる側のやり甲斐や
存在意義を明確にしていくこともタスクシフトを成功させるキーワードの一つであると感じます。

臨床工学技士
カテーテルアブレーション業務
　カテーテルアブレーションとは心臓の頻脈性の不整脈（胸がドキドキする
ような症状）に対して行われる治療です。足の付け根にある血管から電極の
ついたカテーテルを用いて異常な不整脈の発生部位に対し心臓内部から焼
灼を行い不整脈の発生を低減させます。
　アブレーション治療において、心臓に挿入されるカテーテルの操作は医師
のみに許された「医行為」ですが，このカテーテルを通じて実施されるエネル
ギー通電も心臓に不可逆的な障害を発生させる可能性があり、身体に与える
影響が大きい行為であり「医行為」とされ医師のみに許されていました。
　アブレーション治療中は不整脈の発生ポイントを探すために心臓内の

様々な場所から電気刺激を加えながら治療を進めていきます。そのため医師がカテーテル操作をしながら機器の
操作もするとなると煩雑にならざるを得ず、その結果、治療の時間に影響が出ていました。そこで、カテーテル操作
以外の部分でタスクシフト・シェアが求められ「心臓カテーテル治療における身体に電気的刺激を負荷するための
装置の操作」について法改正が実施され我々臨床工学技士もアブレーション治療業務に従事するようになりまし
た。実際には刺激・通電装置の操作だけでなく、除細動器や人工呼吸器といった周辺機器の管理も担い、医師がカ
テーテルの操作に集中できるよう心掛けています。

医師事務作業補助者
　医師事務作業補助者とは、医師が診療に専念できるように、医師の事務作業を補助
する職種です。当院には��名の医師事務作業補助者が在籍し、様々な医師の業務を補
助しています。
　外来診察室では医師の横に配置しており、オーダの代行入力や診察記事の代行入
力を行っています。患者さんからご依頼いただいた保険会社の診断書等の作成では
下書きを行い、最終確認を医師にお願いしています。
　他にも、個人情報に配慮しながら、術式登録や症例登録の補助を行っています。医
師の時間外労働削減に貢献できるよう、多職種で協力しながら業務改善に取り組ん
でいます。

助産師
　当院では相模原市を中心に、その周辺地域からも多くの妊産婦さんにご来院いた
だいています。助産師は産婦人科医師と協働し様々な業務を担っていますが、その中
でも医師とタスクシェアしている業務は「助産師外来」「出産の介助」「産後ケア」が代
表的です。

助産師外来　妊娠期に助産師が妊婦さん�人ずつと面談し、その妊婦さんの特徴やラ
イフスタイルに合わせた妊娠期の過ごし方・注意点をお伝えしています。これにより
妊婦さんは妊娠期をより健康的に過ごし、もし異常が生じたとしてもすぐに来院し
ていただくことができています。妊婦さんが健康的に過ごせること、あるいは異常が
生じても早期発見・早期対応できるような準備をしておくことで産婦人科医師が対
応するような緊急事態に直面する確率は格段に下がります。

出産の介助　助産師は出産に関して主体的に判断をし、ケアをすることができます。
分娩進行や母児に問題が起きていないかをいち早く発見し、医師に報告します。分娩

介助に関しても医師の立ち会いのもと、助産師が中心に行います。

産後ケア　産後の疲労が強い、育児の練習をもっとしたいというお母さまに産後ケア入院をご利用いただいてい
ます。産後ケアでは医師が介入せず助産師や看護師がケアを提供しています。

　このように妊娠・出産・産後に関する業務が助産師に託されているため、医師はその間に他の専門的な業務をす
ることができます。今後も医師と協働のもと、地域の皆さまへ安心・安全な周産期医療が提供できるよう努めてい
きたいと思います。
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尿
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禁
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自
分
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意
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尿
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漏
れ
て
し
ま
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と
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す
︒

��
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上
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禁
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は
��
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上
と
い
う
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あ
り

ま
す
︒で
は
ど
ん
な
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に
起
こ
る
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し
ょ
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か
？
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と
し
た
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に
も
れ
る
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イ
レ
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︒
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り
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で
す
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ふ
つ
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回
る
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に
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。
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販
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買
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っ
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ラ
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っ
て
ち
ょ
っ
と

ド
キ
ッ
と
し
ま
し
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。

世
界
は
今
や
、あ
る
国
が
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理
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を

こ
ね
れ
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容
易
に
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略
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可
能
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時

代
に
逆
戻
り
し
ま
し
た
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本
人
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そ

れ
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も
、お
お
む
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ノ
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ホ
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て
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ま
す
。

そ
ん
な
日
本
に
も
い
ろ
ん
な
派
閥

が
あ
っ
て
、残
念
な
こ
と
に
お
互
い
に

仲
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し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
和
憲
法
を
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書
の
よ
う
に
信
仰

す
る
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と
達
が
い
る
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方
、過
去
に
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負
け
し
た
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争
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肯
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て
し
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う
人
た
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て
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し
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な
い
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ら
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欧
米
の
潮
流
を
追
っ
て
国
民
国
家

日
本
を
立
ち
上
げ
た
の
が
お
よ
そ

1
5
0
年
前
、そ
し
て
世
界
中
が
民
族

自
決
と
い
っ
て
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
で
分
裂
し
、互
い
を
叩
き
あ
う
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
も
1
0
0
年
程
度
。

お
互
い
に
ど
こ
ま
で
を「
仲
間
」と
見

做
す
か
の
基
準
は
、時
代
や
状
況
に
よ

り
ど
ん
ど
ん
変
化
す
る
の
が
人
類
の

歴
史
と
い
う
も
の
で
す
。ひ
と
は
自
分

が
仲
間
と
見
做
し
た
範
囲
を
守
ろ
う

と
し
、そ
れ
以
外
の
人
を
平
気
で
傷
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

こ
ち
ら
か
ら
見
れ
ば
邪
悪
な
欲
望

を
隠
し
も
し
な
い
国
や
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が
す
ぐ

近
く
に
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
な
こ
の

時
代
に
、私
た
ち
は
ど
う
ふ
る
ま
え
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
う
は
言
っ
て
も
、関
心
を
持
つ
こ

と
と
活
動
家
に
な
る
こ
と
は
ま
た
別

で
す
。も
し
個
人
的
に
で
き
る
こ
と
が

あ
る
と
す
れ
ば
、す
ぐ
近
く
に
い
る
周

り
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人
た
ち
を
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自
分
と
は
異
な
る

あ
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つ
ら
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切
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て
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っ
て
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ま
す
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で
傷
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け
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あ
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つ
ら
」な
ん
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な
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で

す
。同
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人
間
で
す
か
ら
。

そ
し
て
も
う
一
つ
。先
の
心
配
ば
か

り
し
て
自
ら
煩
わ
な
い
こ
と
。む
し
ろ

そ
ち
ら
が
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。個
人
の
感
想
で
す
。

私
は
ド
リ
ー
マ
ー
じ
ゃ
な
い
つ
も

文：橋爪 正明
緩和ケア科診療部長

Bein‘Green

「緑色であること」セサミストリートのかえる
のカーミットが唄う名曲です。
　自分らしさを誇れるっていいよね、という
意味合いがあります。

Vol.9
「歴史的もやもや」

連載コラム

Bein‘Green

り
で
す
が
、か
つ
て
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン

が
歌
っ
た
よ
う
に
、ひ
と
り
一
人
が
平

和
な
世
界
を
思
い
描
け
ば
世
界
が
一

つ
に
な
る
な
ん
て
、50
年
以
上
経
っ
た

今
も
夢
の
ま
ま
で
す
。

強
大
な
パ
ワ
ー
に
隷
属
す
る
の
も

シ
ャ
ク
だ
し
、全
員
が
敵
同
士
の
戦
国

時
代
も
い
や
だ
し
。

い
っ
そ
心
豊
か
な
縄
文
に
戻
り
た

い
。で
も
病
院
は
な
い
か
ら
仕
事
は
も

ら
え
な
い
だ
ろ
う
な
。さ
て
困
り
ま
し

た
よ
。

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師

笹
川
　
晴
美

机を使って

座った姿勢で

寝た姿勢で

い
つ
り
ゅ
う

うつ伏せで
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︒

  

店
長
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︒
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︒
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︒
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台
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︑消
え
て
い
く
こ
の
地
域
の
地

　
食
事
は
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ
う
と
チ
ー
ズ

の
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド︵
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︑
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︒
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︒
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︒
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がん相談支援センター・
がん医療についての相談

入院中またはご家庭で
療養されている患者さんや
ご家族からの療養上の相談

リハビリや療養を
目的とした

転院に関する相談

▶ 広報誌Green読者アンケートへのご協力について アンケートはこちら

▲

相模原協同病院では地域向け広報誌「Green」の充実した誌面作りのために、読者の皆さま

のご意見、ご要望、ご感想をお聞きするアンケートを実施しますので、ご協力いただきま

すよう、よろしくお願いいたします。

患者総合支援センターでは相模原協同病院をご利用になる方や地域の皆さまが、安心して治療を受け、

より快適な生活が送れるようお手伝いします。

▶ 患者総合支援センターのご案内

患者総合支援センターとは？

ご利用の際には…

月〜金曜日 9：30〜16：00

土曜日（第3休） 9：30〜12：00

☎042-761-6020（代表）

ご相談受付時間
薬局薬局

EVEV

F 外来F 外来 トイレトイレ

相模原ラウンジ相模原ラウンジ

通院治療
センター
通院治療
センター

IVRIVR 救急
外来
救急
外来

救急
センター
救急
センター

放射線
検査 1
放射線
検査 1

放射線
検査 2
放射線
検査 2

放射線治療室放射線治療室

内視鏡
センター
内視鏡
センター

生理機能
検査
生理機能
検査

ご案内ご案内

採血
採尿
検査

採血
採尿
検査

コンビニ
エンスストア
コンビニ
エンスストア

ESES

イートイン
スペース
イートイン
スペース

ト
イ
レ

ト
イ
レ

E
外
来

E
外
来

▲

南
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口

▲

南
入
口

D
外
来

D
外
来

C
外
来

C
外
来

B
外
来

B
外
来

A
外
来

A
外
来

総
合受

付

総
合受

付

ト
イ
レ
EV

ト
イ
レ
EV

▲出入口▲出入口
患者総合支援センター

入退院受付入退院受付

▲

正
面
入
口

次のような活動を行っています!

例えばこんなときに
ご利用いただけます

脳卒中相談窓口

経済的な悩みや
社会福祉サービスに

関する相談
セカンド

オピニオンの窓口

患者会・ぴあサポート
（がん体験者による相談）の

実施

● このままで家に帰られるのか心配

● 今後の療養先をどうやって決めたらいいか

● がんと言われたけどどうしよう

● お金のことが心配

● 介護保険を使うにはどうしたらいいの？

● セカンドオピニオンってなんだろう？

● がんのことを話し合う患者会や

 ピアサポートについて知りたい
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